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遊佐徹

いくつかのメディアが伝えるところによれば、私がこうしてこの文章を書い

ているまさに今日 (2015年3月5日)、開会中の第 189国会において選挙権年

齢を引き下げることを目指す公職選挙法の改正案が衆議院に提出されたとしづ。

審議が順調に進んで法案が成立することになれば、 70年振りに選挙権年齢が引

き下げられ、現行の 20歳は 18歳となるはずである。これは、そもそも遡るこ

と9ヶ月前に成立した改正国民投票法に根拠を持つ措置なのであるが、さらに

遡れば、 2007年の第1次安倍政権時代に成立した国民投票法に淵源を持つ改正

であることを私達は忘れぬようにしておかなければならないだろう。

選挙権年齢が引き下げられるとすれば、当然民法上の成人年齢の引き下げの

方も議論の対象となることだろう。事実、法務大臣が閣議後の記者会見において

18歳への引き下げに前向きな姿勢を示したと報じられている。この引き下げが

実現することになれば、毎年多くの自治体が成人の日にあわせて開催している

成人式も大きく様変わりすることになるだろう。そしてその変化は、極ささやか

な規模ではあるが海を越えて中国の若者遣にも影響を及ぼすものとなるかもし

れない。なぜならば、中国ではこの数年、留学などで彼の地に滞在する日本人の

新成人と 20歳になる中国人青年が集い節目の年齢に達したことをともに祝う日

中合同成人式なるイベントが聞かれているからである。

とはいうものの、私は別段日中合同成人式の将来に強い関心がある訳ではな

い。私がこのイベントに興味を持つことになったのは、参加した、もしくはイベ

ントの存在を知った中国人達が示した反応のなかに現在の中国人、中国社会に

おける「伝統」意識の有りようとその問題点を象徴するかのような記述を見出す

ことができたことによる。

以下に引くのは、 2013年4月 14日に上海で聞かれた第3回の日中合同成人

式に対し、 rRecordChina (レコードチャイナ)Jという中国を中心とした東ア

ジアの時事を諸メディアから収集し日本語で提供するニユ}スアグリゲーター

が、その2日後に編集、配信したニュースの一部である。

or日中合同成人式、「着物の方が断然キレイJと不満の声が殺到一中国版ツ
イッターJ(2013年4月16日10時28分配信、編集、翻訳愛玉)

日本人留学生が身に付けているのは、日本の成人式でよく見られる振り袖姿。

対して、多くの中国人学生が身に付けていた漢服というのは、中国(漢民族)

の正式な民族衣装。多くの人がイメージするチャイナドレス(満州族の正装)



とは異なり、正面であわせる衣装を帯で締める形式だ。これは唐代のころ日本

へ渡り、和服の原型にもなったといわれるものである。

しかし、漢服を見た中国の多くの人々がこの衣装の“日中格差"に怒りと不満

を感じたようだ。多数の人は f和服の方がずっと美しいJr漢服の方が見劣り
する」と感じ、いたくプライドを傷つけられたようである。その理由のひとつ

には、日本人の着ていた振り袖が晴れ着であるのに対し、中国人の着ていた漢

服がきちんとした礼装ではなく平服だったからというのがあるようだ。(記事

の引用に当たっては、編集のうえ、一部、表記の統一を図った箇所がある。以

下についても同じ)

こうしたまとめに続けて、記事はそれに基づいた中国人達の日中合同成人式

に対するナマの反応を「中国版ツイッター」と称される「微博Jから纏々示しお

く形式に移行する。それらについてもやや冗長にはなるが論点を掴み出すため

にそのいくつかを引くことにしよう。

「漢服惨敗J

「和服が完勝、漢服はゴミ」

「漢服最悪。どこの能無しが和服の隣りに堂々と座れるんだ」

「これ、明らかに高級な和服と質の悪い漢服が並んでいるよね。それに漢服文

化って 300年も断絶していて、最近になって復興したものだから伝統をずっ

と受け継いでいる和服と比べるのは酷だよねJ

「日本のお嬢さんたちが着ているのは、唐代に中国から伝わった衣装に改良を

加えたもの。それにふさわしいお化粧や髪型が生まれて、とても調和がとれて

いる。中国のお嬢さんたちが着ているのは、いわゆる漢服の中の、どこの時代

のものかわからない『平服』だ。ろくにお化粧もせず、全体のバランスという

ものを考えていない。ひと目見ればすぐに付け焼刃とわかるJ

「日本の学生は伝統というものをきちんと継承し、理解したうえで和服を着用

している。髪型、化粧、しぐさに至るまでが行き届いている。それに比べ、中

国の学生の漢服は完全にその場限りのお遊び。みすぼらしいよ」

「チャイナドレスを着ればよかったのに。これでは見劣りするよ」

「おい、ご先祖様までおとしめるなよ。チャイナドレスは騎馬民族の衣装を改

良したものだ。その発祥は近代の上海だよJ

「だからね、我々の民族は危険なんだよ。すでに多くの伝統文化を失っている。
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伝統的な道徳もね。そのくせ、変な民族主義がおかしな中華文化を持ち上げて

いる。むしろ、日本に正当な中華文化が残っているケースすらあるんだ」

日本国内で催される成人式同様に振り袖姿で出席した日本人(女性)に対して、

中国人が羨望とコンプレックスを綱い交ぜにしたような反応を示している様子

を譜諮気味に伝えるこの記事からは、いくつもの重要な情報を読み取ることが

できる。それらを整理して列挙してみると、ツイートされた中国人の感想、意見

とは、 1、成人式に対する日本人と中国人の服装面における取り組み方の落差を

美醜や礼装一平装の基準で語るという単なる現象的理解、把握の域を越えて、 2、

自分達が想定、想像する、もしくは必要とする伝統的民族衣装とはいったい何な

のか、どうあるべきなのか、という問し、かけ=アイデンティティーの確認をみず

からに迫る内容となっているといえるだろう。だからこそ、 3、中国人にとって

はさして重要であるとも思えない行事において着用された和服と漢服、そして

想像されたチャイナドレスという各種の服装様式が文化的、歴史的文脈のなか

で議論されることになるのである。

このような整理に基づけば、 3の内容、議論の分析を通じて2のテーマにおけ

るその具体的な側面が明らかになるとともに、より本質的な部分にまで踏み込

んだ考察が可能になるはずである。

ところで、和服に対置される「漢服Jとはどういう服装なのだろうか。 fRecord

ChinaJの記事からは「中国(漢民族)の正式な民族衣装Jとか f300年断絶し

ていた(つまり、明の王朝の滅亡によって失われた)J等の簡単な情報を手に入

れることはできるが、この言葉自体少なくとも私達日本人にとっては馴染みの

ないものである。また、記事にはその実際が女性の纏う姿の写真で添付されてい

るが、確かにツイッターでの評価通りで、高校の文化祭かコスプレ愛好者の手作

り衣装レヴェルの出来栄えにしか見えず、とても振り袖に比肩し得るような代

物ではない。こんなものが本当に 5000年の歴史を誇る中華民族の伝統衣装なの

だろうか。

実は、ヴィジュアノレな印象に基づくこうした疑問以上に、私には記事で語られ

る「漢服」の存在や説明に対しそれをすんなりと認めることを曙陪させるいくつ

かの情報と知識がストックされているのである。

そのひとつは、同じ日中合同成人式に関する他のニュースにこの記事を突き

合わせることによって意味を持つことになるものである。次に引くのは、 2011

年に北京で聞かれた第 1回の日中合同成人式を伝えた「新華網」日本語版の記

事である。ちなみに、「新華網Jとは、中国の国営通信社である新華社が運営す

る重点ニュースサイトで、その日本語版は 2011年 1月 6日に正式に開設され
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た。引用する記事は、 1月8日に開催された式典について 11日に配信したもの

であるので、サイト開設の極初期の配信ということになる。

0王珊寧編集「中日の若者が参加する成人式、中国で初めて実施J(2011年1

月11日配信)

r2011年中日成人式」が 8日、北京 798芸術区で行われ、中国大陸、台湾、

日本から訪れた満20歳の大学生約200人が正装、チャイナドレス、和服姿で

一堂に会し、皆で成人式を祝った。中日両国の若者たちが参加する成人式は今

回が中国初となる。

僅か 2年前の同じイベントについて報じたものでありながら、そのなかには

「漢服」への言及が全く見られない。和服に対置される中国の伝統的民族衣装は

「チャイナドレス」ということになっている。「正装Jとは、いわゆるスーツや

おしゃれ着を着用した新成人達の服装を指してのいい回しであり、式典会場を

埋める彼等、彼女等の服装の種別がスーツ、おしゃれ着と和服とチャイナドレス

の 3種類に限られることは、記事とともに配信された複数の写真からも明らか

である。

これは、 2011年の段階では「漢服Jが伝統衣装として特段関心を持たれるよ

うな存在ではなかったということとして理解すべきなのだろうか。それとも、た

またま「漢服」を着用して式に出席した中国人が皆無だ、ったということなのだろ

うか。いずれにしても、 2013年の記事では和服同様「漢服Jに対置され漢民族

の伝統文化から除外されていた「チャイナドレス」が、 2011年の記事では和服

と並び立ち得る中国の伝統的民族衣装として認知されていたことは注目に値す

る。つまり、「漢服」と「チャイナドレス」の関係に対する中国人の意識を改め

て考えてみる必要性がここに生じてくる訳であるo

2013年の記事における「漢服」の取り上げられ方自体に私が釈然としない感

を抱くもうひとつの理由は、「漢服」でも「チャイナドレスJでもない第3の伝

統的中国服と見なされたカテゴリーの存在を知っているからである。

それは「唐装Jと称される服装で、実際に衣料品市場で盛んに売買され、また

着用者にもお目に掛かる機会が多いものである。

そのスタンドカラーに中開きの前身ごろを「盤釦」と呼ばれる中国式布ボタン

であわせ着る形式の服がf唐装上貨(唐装入荷)J、f唐装新款(唐装新デザイン)J 

等の「招牌(広告)Jのもと、まさに飛ぶように売れてゆく情景を私は確か2002

年の冬、春節を間近に控えた北京のいくつかの商業施設で実見した記憶がある。

春節の晴れ着用ということもあってだろう鍛子らしい上等の生地を使ったい
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かにも暖かそうな上着ではあるものの、見てくれ的には新中国成立以前の時代

を扱った映画やドラマのなかで頻繁に見掛ける中国服のイメージをさして超え

ることのないそれらが、何故「唐装」という特定の朝代名を冠した呼称を持つこ

とになったのか、その時の私には全く理解ができなかったのだが、やがてその後、

日本の新聞に見付けたある記事によって、「唐装Jが2001年 10月に上海で聞か

れた APEC(アジア太平洋経済協力会議)首脳会議での各国首脳によるその着

用を切っ掛けとして「復活」した「伝統」文化であったことを知ることになった

1のである(ただし、記事からは何故「唐」でなければならないのかについての

答えは得られなかった)。

1989年、オーストラリアのキャンベラにおいて閣僚会議の形で始まった第 1

回以降、毎年開催されるようになったアジア太平洋地域の経済協力を話し合う

APECでは、よく知られているように一連の会議のなかでも特に首脳会議(首

脳会議の開催は1993年以降のことである)の場において各国首脳がホスト国の

民族衣装を着用することが恒例となっている。従って、上海APECにおいて各

国首脳が着用した「唐装J(その際には、まだ「唐装」という呼称が一般化して

いなかったようである 2ことには注意しなければならなしサとは、中国の伝統的

民族衣装の地位を与えられた(逆言すれば、 APECで使用されたことで伝統的

民族衣装としてのお墨付きを得たともいえる)服装だったのである。そして、そ

れが一般大衆の認知行動につながり、さらに消費行動を誘発した結果が私の見

た春節の到来を前に中国のあちこちで操り広げられたであろう「唐装」槍購(先

を競う購買行動)の一幕だったのである。

ところで、「唐装Jによって「復活」を果たした中国の「伝統」とはいったい

どのようなものとして理解したらよいのであろうか。記事は、「唐装J以外に伝

統的家具、住宅も取り上げて、 20世紀の幕開けとともに新たな国際化の道を歩

み始めることを選択した中国人、中国社会が、他方で伝統文化を「懐旧」するよ

うになったというまとめを行っていて、それ自体には異論はないのであるが、こ

こで確認したいのは「唐装」の何処が伝統的で「懐|日Jの対象になったのか、と

いう点である。というのも、先程「唐装Jに対する私の印象を述べた際に「新中

国成立以前の時代を扱った映画やドラマのなかで頻繁に見掛ける中国服のイメ

ージJと表現したが、そうした中国服は明らかに清朝時代の服装を継承するもの

で、そうなると前引の2013年 fRecordChinaJの記事中のツイート「チャイナ

ドレスは騎馬民族の衣装を改良したものだJが正しく指摘しているように「チャ

イナドレス」と同様の系統に属するという密接な関係性が立ち現れてくること

になる一一つまり、 2013年の記事において「漢服」によって乗り越えられるべ

き存在とされていた「チャイナドレスJの範晴、概念には「唐装」も含まれる可

能性が出てくるからである。もし、この推測が間違いのないものであるとしたら、
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2001年の上海APECを期に「伝統」として「復活Jした「唐装」がやがて「新

しくJ見出された「伝統Jである「漢服」によって否定される、もしくは取って

代わられることになったという結論を形式論理的に導き出すことができそうで

あるが、このことを論証するためには、「漢服jがいったいどのような経緯で何

時「伝統」として見出されることになったのかを明らかにする必要があるだろう

し、また、「唐装」と「チャイナドレス」の関係についても改めて確認、整序し

なければならない。次稿ではこれらの課題に取り組みつつ、現代の中国人、中国

社会における「伝統」の意味および生成のメカニズムを明らかにしてゆきたいと

思う。

注

1 、 日本の新聞の記事とは、 『朝日新聞~ 2004年 1月28日朝刊に載った「伝統

の服・家具、中国で人気復活 文化見直す動き?J (上海=吉岡桂子)である。

以下、必要な部分を抜粋する。

外資系企業の進出や留学からの帰国者が増える上海で、伝統的な中国服「唐装」

や古い家具、住宅を再評価する人々が現れ始めた。そうした人々にとって、伝

統品は英語でいう「クール(酷)Jだとか。急速に進む国際化のなかで、自ら

の文化を問い直す動きとも言えそうだ。

(中略)

「唐装」復活のきっかけは01年 10月の上海APEC(アジア太平洋経済協力

会議)。高層ビルを背景に、鮮やかな「唐装Jを着た各国首脳の姿が報道され、

反響を呼んだ。同時期、 WTO(世界貿易機関)へも加盟、世界との接点が増

すに連れ、懐旧(昔を懐かしむ)につながったようだ。

2、例えば、それはリアルに上海APECの動向を伝える以下のような報道によっ

て確認することができる。

『朝日新聞~ 2001年10月22日朝刊 rrAPECJの文字、伝統服にあしらう 中

国、 1年かけ製作J(上海=田村宏嗣)

アジア太平洋経済協力会議 (APEC)の首脳会合に参加した首脳たちは21日
朝、中国の伝統的な立ち襟の服を着て登場した。

絹の白いシャツの上に羽織ったのは、赤や緑の色違いで昔のお金持ちが着た

ようなにしき織りの上着。ボタンの花と rAPECJの字が刺しゅうしてある。
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